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新標準開放防滴形三相誘導電動機∪シリーズ
New Standard Open Drip-Proof Type Three-PhaseInduction Motors-U Series

今 井 利 秀*
TosbibideImai

内 容 梗 概

日立製作所でほ昭和37年下期より60～500kWの中容量三相誘導電動枚の小形標準化を行ない,昭和38年

上期より形式変更を開始する｡この新標準は計i乞製作所の形記号EFOUの末尾の文字を取ってUシリーズと

名づけられ,分解点検などの保守が非常に簡単に行なえるよう多くの向劉｢付な新工夫がほどこされている｡本

稿でその構造および特長につき紹介する｡

1.緒 口

各種生産工業の売掛王著しく,三相誘導電動機(以下榊こ電動機

と呼ぶ)の使用分野はますます増加の一途をたどっており,種々の

使用分野に応ずる新しい構造,性能が必要となってきている｡

口立製作所では,この一環として利用度の高い開放防滴形電動棟

の新標準Uシリーズを完成した｡これには従来の開放防摘形のイメ

ージを全く一新した新しいデザインがほどこされており,現在の開

放形よi)も小形悍量に設計されている｡

2.新形電動機の構造

Uシリーズ電動機は,出力60～500kW,棟数4～1乙 3kV級の

かご形および巻線形を対象としたもので策1国に外観を示す｡

2.1通 風 方 式

弟2図,第3図にかご形および巻線形の隅造説明図を示す｡通風

方式は両側エンドブラケットより吸気,ハウジング両側仮より排気

する復流方式を採用した｡復流方式でほフアン径としてほロータ経

が最大限度であり,したがってコア部に設けられたダクトによる通

風効果が大きな役割を占める｡しかもこれらの出しうる風圧は相当

低いので通風抵抗のきわめて小さい梢造とせねばならない｡Uシリ

ーズでは①外わくを,キュービックタイプとしエンドブラケットの

入気口,/､ウジング両側面の排気口の総合面街を従来の開放形より

も大きな面積とする｡②総合風圧を高めるためダクト数を増加す

る｡④防滴構造にするため入排気口よろい戸部を極力通風祇抗の小

さい形とするなど,通風機梢には最も作意がはらわれている｡

第1図 新標準開放防滴形三相誘導電動機Uシリーズ

日立製作所日立工場

2.2 各 部 構 造

2.2.1タト わ く

外わくほ容量の大小を問はずキュービックタイプとし,鋼板溶

接構造を採用して軽量で十分な校械的強度をもたせてある｡外わ

くの両側面には,通風｢lを設けた鋼板を着脱自在にネジ止めする

柄造とし,電動機rノづ部のノさぇ検,措抑が簡単に行なえるよう考慮し
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第2図 Uシリーズかご形電動機構造図
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第3図 Uシリーズ巻線形電動機構造図

第4国 外わくの両側板着脱臼在
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第5国 力ートリッジ形軸受部構造図

電軌磯｢1汚汚

第6図 二つ割エンドブラケット

た｡弟4国は側板を取りほずしたところを示す｡

2.2.2 巻 線

固定子コイルほ素線にガラス線を使用し,マイカ,マイラを主

体とした耐湿性B種絶縁を全面的に採用している∩

巻線形回転子コイルはバーコイルで,特殊ハンダにより強岡に

溶接して機械的にじょうぶな構造としてある｡

かご形回転子には二重かご形構造を採用し,上側バーに特殊鋼

合金を使用して起動電流を極力おさえ,下側/ミ一に電気銅を使用

して運転中の損失をできるだけ小さくするよう設計製作されてい

る｡

2.2.3 鉄 心

冷間圧延ケイ素鋼板を使用し占積率を高めている｡

2.2.4 軸 受 部 分

軸受には全面的にころがり軸受を採用し直結側はローラベアリ

ング,反直結側はボールベアリングとしている｡片側をローラベ

アリングとしたのは運転中の温度上昇による軸の熱膨張を逃げる

ためで,直結側にローラベアリングを採用したのほ負荷容量が大

きく,ベルト掛運転の際の許容プーリ径を小さくすることができ

るからである｡

第7図 二つ割ベアリングカバー
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第8図 端 子 箱 構 造 図

軸受構造は舞5図に示すように,全面的にカートリッジ構造を

採用し,電動機分解のたびごとにエンドブラケットとのほめあい

があまくなる従来の欠点を完全になくした｡

エンドブラケットは,軸を含む水平面で二分割することにより

負荷との直結を分解することなく,上部エンドブラケットを取り

ほずすことのできる構造である｡この構造採用によi),2.2.1の

両側板着脱自在な構造と相まって電動機の内部点検が,すみずみ

まで簡一柳こかつ完全に行なえる｡

ベアリングカバーも,軸を含む水平面で二分割され,直結を分

解せずにべアリングカバーを取りはずしベアリングの点検ができ

るよう考慮してある｡この方式(現在実用新案出願中)は,すべ

ての機種の電動機に採用する予定である｡

グリース注入口ほベアリソグカバーにもうけられ,グリースは

運転中に注入できるよう考慮されている｡排出口は大きく,老化

グリースが簡単に排出できる構造としてある｡(弟5図)

2.2.5 端 子 箱

冷却効果を大きくするためノ､ウジング両側面全部を通風口とし

た｡したがって端子引出口は電動機上部に設け,全面的に端子箱

を採用することとした｡端子箱は弟8図に示すような構造を有

し,箱内でケーブルの端末処置が十分できる大きさとするととも

に,取付座を正方形とし,90度ごとにいずれの方向にもケーブル
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新標準開放防滴形三相誘導電動機U シリ ー ズ

を引き込めるユニバーサルターミナルボックスとした｡電動機を

仕込生産する場合にほこの方式は非常に有利な構造といえる｡

3.新形電動機の寸法

外形寸法は日本工業会標準規格JEM【1160｢高圧(3kV)三相誘

導電動枚(一般用)寸法+に準処している｡ただしこの規格はかご

第1裏 襟準 プ ーリ 蓑

(最小プーーリ径,最人プーリ幅にてあJこ)

た
極数

kWヘノ

50

4 6 8

直径幅
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直径幅
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直径
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幅
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380 344

344

38】.

381

492

492

566

60
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60

50

60

50

60

210

255

210

214

266

266

255 380

380

330

344

344

455

455

529

529

460

460

300

255

300

255

300

318 380 460

318 330 455

529

529

640

460

610

125

50 396 430

350

430

60 396 610

610

566

150

175

50 474 640 640 640

64060 255 474

l‾‾二‾

350 640 640

492

530

700

580

700

640

492

492

566

610

50 460 492 580 750 529

60

50

380 492 460 492 750 529

200

460 566 610 566 750 603

60 380 566 510 566 580 566 750 603

第2蓑 Uシリーズわく番適用表

(JEM--1160と比較)

JEM-1160

+極16極_一8挺わ与旦
60 2845

U シ′リ
ー ズ

わく番 4瞳 6棒 8極 10榛 12極

4567 60

60

60

60,75

60

75 3245 5071 75,100

100 60 3250 5075 125 75

75 60 3647 5875 150 100,125 75,100

125 100 75 3653 5880 200 150 125 100

150 100 4053 6785 200,250 150,200 125,150 75,100

200125,150 4060 6790 200,250 125

4560 7590 150

4568 7595 200
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形電動機についてのみ規定したもので,わく番で4060までの寸法

が規定されているにすぎない｡したがってそれ以上のわく番,寸法

には旧JEM-1075｢コロガリ軸受付三相誘導電動機寸法+を採用す

ることにした｡

軸径寸法に関してのみJEM寸法を変更した｡その理由は,最近

ベルト掛で運転される電動機のプーリ仕様のうちプーリ径が非常に

小さくなってきているためである｡われわれは過去数年間の各機械

に使用されているプーリ仕様を調禿し弟1表に示すプーリ仕様を今

後の標準とすべしとの結論に達した｡Lたがってこのプーリ仕様に

使用可能な軸径とすることにしたものである｡

わく番号の適用は第2表に示すようなJEM規格より1段～3段

′トさいものとLた｡これほ前述の通風方式採用により冷却効果が非

常によくなることに起一人ける｡またB種絶縁を採用することによ

り,かご形巻線形を同一わく番号とし取付寸法の統一をはかること

にした｡弟3表にかご形ベルト掛電動機の寸法を一例として示す｡

4.新形電動機の特長

Uシリーズの特長をまとめると次の四つとなる｡

(1)小 形 軽 量

わく番適用をずらすことにより従来のものに比較し10～20%

軽くなっている｡弟4表は4極億劫機の重量を示す｡

(2)かご形,巻線形が同一取付寸法である｡

第4表 荊IR電動機重宝比較表

(f_L様 開放防涌かご形4極唱動機)
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(3)分解点検などの保守取扱が容易である｡

二つ割エンドブラケットの全面採J軌 ハウジング側板着脱自在

であるので,負荷と連結のまま分解点検が容易にできる｡たとえ

ば従来セメント工業には防じん構造の全閉形もしくは清掃が簡単

にできる開放形を使用してきたが,Uシリーズでは開放形と同程

度というよりもむしろ点検清掃しやすいので,開放形よi)高級な

開放防滴形を採用できるようになった｡

カートリッジ構造の全面採用により,解体組立の際の軸受と軸

のはめあいがあまくなることがない｡

(4)配線作業が容易である｡

全面的に端子箱構造としたので,ケーブルとの接続が確実にな

り,取扱上の危険が少ない｡端子箱ほ90度ごとに方向が口由に

変えられるので,配線ダクトの配匠ほ自由であり,仮りに別の場

所に据え付けられ配線方向が逆になっても,端子箱方向を変更す

るだけでよい｡

5.新形電動機の試験結果

75kW4極電動機につき,詳細な特殊試験を行なったのでそのデ

ータに基づき,新形電動機構造につき検討してみる｡

5.1電動機仕様

形 式

出 力

極 数

馬 J王

周 波 数

電 流

EFOU-KK

開放防滴形特殊かご形回転子式

75kW

4

3,000V

50へ

18.1A

5.2 温度上昇試験

電流値19Aにて温度上昇試験を行なった結果を弟5表に示す｡

次に両側エンドブラケット上部を取りほずした場合,両側面よろい

戸部を取りはずした場合,その両方同時に取りはずした場合につき

温度上昇試験を行なった結果を第る表に示す｡この結果より見て,

外被構造の通風抵抗がいかに小さいものであi),R標にかなった栴

造であるかがわかる｡

エンドブラケットが垂直で,軸方向よi)吸気する構造の場合,径

の大きいプーリが取り付けられたことにより,吸気のさまたi-ずにな

ることが考えられる｡実際に模擬プーリをつけて温度上昇試験を行

なった結果舞5表と峰岡一の値であることを確認した｡

5.3 葛蚤 音

3,000V50～および3,300V60～の無負荷運転における騒音を

測定した結果を弟9図に示す｡1,00Orpmにもかかわらず低い騒音

値が得られたのは,よろい戸部の構造,磁束密度に注意をはらって

製作されているからである｡

5.4 振 動

3,000V50～およぴ3,300V60～のいずれの場合も,水平方向,

垂直方向ともに平均3～4/∠,最大5〃以‾Fであり,構造上の強度に

関して何ら問題点がないことが確認された｡

第5表 温度上昇試験結果

定測

正
数
山
挽
力

披

電
周
電
出

条 件

3,000V

50ハJ

19A

lO5.5%

測 定 結 果 (上昇値)

固定子コイル(抵抗法)

固 定 子 コ ア

外 わ く

第6表 条件を変えた温度上昇試験結果

62.5℃

39 ℃

18 ℃

測 定 条 件

正規の状態(第1榊の状態)

両側_l二部エンドブラケットを取りは

ずした場合(第6図の状態)

両側而よろい戸を取りほずした場

合(第4上司の状襲〕

両側上部エンドブラケットおよび両

側面よろい戸を取りはずした場合

,｢】一i｢■■一■
固定子コイル温度上昇値

62.5℃

61.5℃

60.5℃

60.0℃

(抵抗法)

第7表 各種性能とJIS規格値の比較
(3,000V50～におけるデータ)

､

､

､

‖H‖項 試 験 機 1 JIS･C4202

率
率
り

流
ク

ク

レ

レ

電

′

′

ベ

ト

ト

動
動
大

能
力

ス

起
起
最

91.4%

87,6ノ%

1.65%

91.9A

190%

269%
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5.5 性 能

3,000V50～iこおける各種特性は弟7表のとおりで,A種絶縁に

て規定されているJISl-C-4202の性能を上回るものであり,また起

動電流が非常に′+､さい値を示している｡これは上側バーに特殊鋼合

金を採用している結果である｡

る.結 口

以上小形標準化の一環であるUシリーズ三相誘導電動戟の概要に

つき説明したが,別の機会にほかの新形シリーズにつき紹介する予

定である｡

多くの工夫がこらされたUシリーズ三相誘導電動機であるだけに

需要家各位に満足していただけるものと信じているが,今後ますま

す試作研究を重ね,よりよい製品を送りたい所存である｡
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